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今後の予定について 

1. 今年度の検討内容について 

 第三回検討会においては、平成 26年 2月中旬に開催予定の作業部会における検討状況お

よびシミュレーションを用いた解析結果（モデルのバリデーション（九州地域）、不確実性

の検討（植物起源及び未把握 VOC）、格子間隔の差による濃度再現性の評価および越境汚染

の寄与の変化について）について検討する。図 1に今後のスケジュールについて整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 今後の検討スケジュール 

 

 

■第二回検討会（平成 26年 12月 24日開催） 
 シミュレーションを用いた解析結果について 

・作業部会における検討状況 
・シミュレーションを用いた解析結果について 

 今後の予定について 
 

 

資料 4 

●第三回解析作業部会（平成 26年 2月中旬開催予定） 
 ○シミュレーションを用いた解析結果について 

  ①モデルのバリデーション（九州地域） 

  ②不確実性の検討（植物起源及び未把握 VOC） 

③格子間隔の差による濃度再現性の評価（5km、10km） 

④越境汚染の寄与の変化について 

■第三回検討会（平成 26年 3月中旬開催予定） 
 シミュレーションを用いた解析結果について 

・作業部会における検討状況 
・シミュレーションを用いた解析結果（検討項目①～④）について 

 今後の予定について 


